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２００５年１２月２５日に発生した羽越線
脱線転覆事故から１３年が経ちました。事故
は、ダウンバーストと呼ばれる局所的な突風
によるもので、予測は困難だとされています。
しかし、二度と「命」が失われるような事故
を発生させてはなりません。会社は、対策と
して早め規制の実施や風速計・防風柵の整備、
ドップラーレーダーの設置・活用を行ってい
ますが、果たして、ハード対策だけで命を守
り抜くことができるでしょうか。
感性・感覚・判断力を養い、危険と感じた
ら列車を止める安全風土を労働組合としてつ
くり出していかなければなりません。そのた
めにも「命を守るための実践と議論」を積み
上げていきましょう！！


